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ま え が き 

 

 本調査は、プロジェクト研究「非正規労働者施策等戦略的労働・雇用政策のあり方に関す

る調査研究」の中で取り組んだものである。 
 本調査の問題意識は、近年の若年層での非正規雇用比率の上昇の背景の一つとして、正社

員の労働負荷が過重となっていることがあるのではないかというところから始まっている。

労働負荷が過重となっている正社員はどのような職場環境でどのような意識を持って働いて

いるのか。過酷な職場環境の中で「使い捨て」にされれば、次の仕事では、正社員という働

き方を忌避するような将来展望になるのではないか。精神的、肉体的ストレスの大きい職場

で働く若年雇用者の意識、離職傾向はどのようなものか―。 
 調査は、全国の15～34歳の正社員を対象とし、産業間比較が出来るようにサンプルを確保

した。調査トピックは採用時の状況や賃金、残業、教育訓練、目標管理、本人の満足度や今

後の職業生活などをきいている。また、調査対象者の職場の正社員の置かれている状況、例

えば「大量離職と大量採用が繰り返されている」や「入社から約3年でほぼ全員が離職する」

といった事柄を設問から把握し、離職につながりやすい職場の様相を分析した。 
 正社員とそうでない者の格差が大きな社会問題となっている中で、労働負荷も含めた正社

員の働き方の変容が今後も注目される。本調査シリーズが今後の政策や研究の一助になれば

幸いである。 
 
 2015 年 3 月 

独立行政法人 労働政策研究･研修機構 
 理事長  菅 野  和 夫  
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